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　日本福祉大学知多半島総合研究所では、1994 年 7 月に「中世常滑焼をおって」を開催い
たしました。その後、全国の発掘調査が進み、中世常滑焼研究は大きく進展し、また、中世
渥美焼の実態も明らかになってきました。
　さらに、2012 年 3 月には『愛知県史　別編　窯業 3　中世・近世　常滑系』が刊行されま
した。そこで、愛知県史の編さん過程で得られた成果をふまえ、多くの中世常滑焼が発見さ
れた平泉や鎌倉からの報告を加え、中世渥美・常滑焼の生産・流通・消費をテーマにしたシ
ンポジウムを、下記の通り行いました。その成果を特集として報告いたします。

◇開催日時：2012 年 11 月 10 日（土）  10:00 ～ 16:30
◇場　　所：常滑市民文化会館（ホール）
◇内　　容：基調報告❶　「東海の中世窯」～研究の到達点と課題～
　　　　　　１. 「渥美窯の展開」　安井俊則氏（田原市立田原中学校 教諭）
　　　　　　２. 「常滑窯の展開」　中野晴久氏（とこなめ陶の森資料館 学芸員）
　　　　　　３. 「施釉陶器の生産形態　－瀬戸窯を中心に－」
　　　　　　　　　　　　　　　  藤澤良祐氏（愛知学院大学文学部 教授）
　　　　　　基調報告❷　「消費地からの問題提起」
　　　　　　１. 「東北地方の渥美と常滑」　八重樫忠郎氏（平泉町役場総務企画課）
　　　　　　２. 「都市鎌倉における渥美・常滑焼の使われ方」
                                               河野眞知郎氏（鶴見大学文学部 教授）
            　　シンポジウム　「中世渥美・常滑焼をおって」
                    　○コーディネーター　福岡猛志（知多半島総合研究所 所長）
                    　○パネリスト　上記報告者５名
◇主　　催：日本福祉大学知多半島総合研究所
◇共　　催：常滑市、愛知県県史編さん室
◇後　　援：常滑市教育委員会、常滑市商工会議所、常滑市観光協会

第25回　日本福祉大学知多半島総合研究所歴史・民俗部研究集会

シンポジウム「中世渥美・常滑焼をおって」報告

特集 


